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【各務原百景～新鵜沼駅からの風景】

市の東の玄関口である新鵜沼駅。昨年3月
に空中歩道と、緑の多い駅前広場などが整
備されました。　　⇒詳しくは18ページ

2/１
2010

広報各務原

所得税の確定申告が始まります
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各務原の歴史遺産と新酒を味わう

新酒
ガーデン

2/11（祝･木）

中山道鵜沼宿から各務おがせ町の村国座にかけては、昔ながらの街並や景観が今も
残っています。この歴史が息づく場所で、新酒を楽しむ新しいイベントを開催します。

歴
史
遺
産
に
出
会
う
街
道

　

各
務
原
市
東
部
の
鵜
沼
地
区
に
は
、
鵜

沼
西
町
・
東
町
に
「
中
山
道
鵜
沼
宿
」、

鵜
沼
羽
場
町
に
は
歌
舞
伎
舞
台
「
皆か

い
ら
く楽

座ざ

」、
そ
し
て
各
務
お
が
せ
町
に
国
の
文

化
財
で
あ
る
「
村
国
座
」
な
ど
、
歴
史
的

な
建
物
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
中
山
道
鵜
沼
宿
か
ら
村

国
座
ま
で
の
一
帯
を
、
訪
れ
る
人
々
が
歴

史
や
伝
統
文
化
に
出
会
う
「
各
務
野
歴
史

街
道
」
と
し
て
、
歴
史
と
交
流
の
拠
点
に

位
置
づ
け
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

こ
の「
各
務
野
歴
史
街
道
」で
は
、
歴
史

の
香
り
漂
う
街
並
や
建
物
だ
け
で
な
く
、

「
お
が
せ
池
」
や
「
各
務
野
櫻
苑
」
な
ど
、

美
し
い
自
然
の
風
景
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
歴
史
街
道
に
よ
り
多
く

の
方
が
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
３

ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
す
る「
新
酒
ガ
ー
デ
ン
」

や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
、
ま
た
、「
が

ん
ど
ば
ぼ
ち
」

の
よ
う
な
ご
当

地
グ
ル
メ
の
発

掘
な
ど
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

各務野
櫻苑

② ①

③

国道21号線

ＪＲ高山本線

名鉄各務原線 羽場駅 鵜沼宿駅

お
が
せ
池

新酒ガーデン
会場（津島神社）

② 皆楽座
市指定重要有形民俗文化財。
新酒ガーデンの会場となる
歌舞伎舞台です。濃尾震災
後、明治 32 年に再建。

③ 村国座
国指定重要有形民俗文化財。
明治 10 年ごろに建てられた
歌舞伎舞台で、昨年「平成
の大修理」が完了しました。
毎年 10 月の子供歌舞伎の舞
台として親しまれています。

① 鵜沼宿
多くの文化財建造物が残る
中山道 52 番目の宿場町。街
並が一体的に整備され、今
年、脇本陣（復元）が完成。

脇本陣 （仮称）
大安寺庵

町屋館

※赤い四角は指定／
　登録文化財の建物

各
務
野
歴
史
街
道
の
建
造
物

▲ウオーキングする人も
　多いおがせ池
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会
場
へ
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

飲
酒
運
転
防
止
の
た
め
、
本
イ
ベ
ン
ト

で
は
駐
車
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
か
、
Ｊ
Ｒ
鵜
沼
駅
よ
り
無
料
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

運
行
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
15
分
間
隔

詳
細　

新
酒
ガ
ー
デ
ン
事
務
局
（
建
築
指

導
課
内
）
☎
０
５
８（
３
８
３
）１
１
１
１ 

内
線
２
７
１
２

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

　

皆
楽
座
で
は
、和
太
鼓
演
奏
や
ジ
ャ
ズ
、

ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
登
場
す
る
「
皆
楽
座
音
楽
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
舞
台
と
マ
ッ
チ
し
た
上
質

な
音
楽
に
身
を
ま
か
せ
れ
ば
、
お
酒
も
お

箸は
し

も
つ
い
つ
い
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
。
新
酒
や
食
事
と
合
わ
せ
て

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
下
表
参
照

先
着
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

お
楽
し
み
抽
選
会
も

　

当
日
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
の
う
ち
、

先
着
１
０
０
人
に
、「
か
か
み
野
蔵
の
会
」

特
製
の
１
合
枡ま

す

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
中
、
こ
の
枡
で
新
酒
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
入
れ
た

い
！
と
い
う
方
は
お
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
午
後
１
時
40
分
か
ら
は
い
ろ
い

ろ
な
景
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
を

開
催
。
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
の
お
買
い
上
げ

時
に
お
渡
し
す
る
抽
選
券
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
ま
す
。

　

鵜
沼
羽
場
町
に
あ
る
歌
舞
伎
舞
台

「
皆
楽
座
」と
周
辺
を
会
場
に
、
地
元
の
新

酒
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
楽
座
を
は
じ
め
と
す
る
、
鵜
沼
宿
周

辺
の
文
化
財
建
造
物
も
一
斉
に
公
開
。
歴

史
と
グ
ル
メ
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。（
文
化
財
の
一
斉
公
開
に
つ
い
て
は

広
報
紙
１
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

新
酒
と
郷
土
の
味
覚
、

音
楽
を
堪
能
す
る
１
日

　
地
元
の
新
酒
を
堪
能

　

市
内
３
軒
の
造
り
酒
屋
か
ら
な
る
「
か

か
み
野
蔵
の
会
」
の
協
力
で
、
お
い
し
い

新
酒
を
お
得
な
値
段
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
酒
を
飲
み
比
べ

て
み
て
は
。

郷
土
の
味
覚
に
舌
つ
づ
み

　

有
料
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
郷
土
菓

子
の
「
が
ん
ど
ば

ぼ
ち
」
や
各
務
原

キ
ム
チ
鍋
、
皆
楽

座
特
製
弁
当
な
ど

郷
土
の
味
覚
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（写真左）江戸時代に旅
はたご

籠だった建物を改修した中山道鵜沼宿町屋館
（写真右）歴史的な建物が続く中山道鵜沼宿の街並

時 間 出 演
11:00 ～ 各務原ひびき会英傑太鼓保存会

（和太鼓）

11:40 ～ FOX POT SWING ALL STARS
（ジャズ）

12:45 ～ ルパンⅡ世
（ピアノ連弾）

13:20 ～ 犬山ゴスペルクワイアーNOAH
（ゴスペル）

14:00 ～ 獅士丸
（ジャズ）

▲郷土菓子「がんどばぼち」

２
月
11
日
（
祝
・
木
）

 

皆
楽
座
・
津
島
神
社
（
鵜
沼
羽
場
町
１
）

新
酒
・
音
楽
・
郷
土
の
味
覚
を
楽
し
む
新
イ
ベ
ン
ト

「
新
酒
ガ
ー
デ
ン
」を
開
催
し
ま
す

午
前
11
時
〜

午
後
３
時

■皆楽座音楽会 タイムスケジュール
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詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-7111、市役所税務課☎ 058-383-1114

所得税の確定申告期間は
2月16日～3月15日です

　
　
　

所
得
税
は
、
納
税
者
の
方

自
ら
が
1
年
間
の
所
得
金
額
と
納
め
る
べ
き

税
額
を
翌
年
の
確
定
申
告
期
間
中
に
申
告
し
、

納
め
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
事
業
所
得
、不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
り
、

平
成
21
年
分
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算
出

し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
よ
り
多
い
場
合

●
給
与
所
得
が
あ
る
方
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合

▽
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
2

千
万
円
を
超
え
る
場
合

▽
１
カ
所
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
て
お
り
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得

以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
場
合

▽
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
従
た

る
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
と
主
た
る
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額

と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
場
合

　

個
人
が
所
有
し
て
い

る
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
と
き
の
所
得
を
分
離

課
税
の
譲
渡
所
得
と
言

い
、
他
の
所
得
と
区
分
し

て
税
金
を
計
算
し
ま
す
。

　

譲
渡
所
得
は
、
マ
イ

ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き

　

 

確
定
申
告
が
必
要
な
方

　

国
税
の
申
告
や
納

税
に
は
「
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
自
宅
な

ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

確
定
申
告
が
で
き
、
大
変
便
利
で
す
。

【
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
利
点
】

▽
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
可
▽
還
付
金

が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
（
3
週
間
程
度
）
▽
最

高
5
千
円
の
税
額
控
除
（
平
成
19
年
分
〜

22
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
限
り
）
▽
申
告

期
間
中
は
24
時
間
受
付（
3
月
15
日
ま
で
）

【「
電
子
証
明
書
」
の
取
得
は
お
早
め
に
】

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
利
用
に
は
事
前
に
「
電

子
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告
の

期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る

た
め
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　

▽
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
＝
岐
阜
南
税
務

署
☎
０
５
８
（
２
７
１
）
７
１
１
１
▽
電

子
証
明
書
の
取
得
＝
市
民
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
０
７
８

 　

パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告

 　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

　

 

譲
渡
所
得

や
土
地
収
用
法
の
収
用
事
業
の
認
定
を
受

け
た
公
共
事
業
の
た
め
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
な

ど
に
、
課
税
の
特
例
に
よ
り
税
額
が
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

特
例
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告

し
た
い
ん
で
す
が
…



森　真 ～各務原市シビルミニマム～

年頭記者会見

　

今
年
の
年
頭
記
者
会
見
で
、
私
は

各
務
原
市
民
の
最
低
生
活
保
障
（
シ

ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

各
務
原
市
民
な
ら
誰
で
も
保
障
さ
れ

る
福
祉
基
準
で
す
。

　

こ
の
国
は
わ
ず
か
20
数
年
前
ま
で

世
界
が
う
ら
や
む
総
中
流
社
会
で
し

た
。
そ
の
後
、
行
き
過
ぎ
た
規
制
緩

和
と
競
争
経
済
の
促
進
、
累
進
課
税

制
度
の
大
幅
な
緩
和
に
よ
っ
て
、
所

得
の
再
分
配
効
果
が
弱
め
ら
れ
、
所

得
格
差
と
社
会
的
き
ず
な
崩
壊
社
会

を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
へ
空
前
の
大
不
況
が
襲
来
し
、

今
、
若
者
の
就
職
難
や
派
遣
切
り
、

生
活
困
窮
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
と

く
に
失
業
者
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
貧

し
い
労
働
者
）
が
増
え
て
い
ま
す
。
月

給
17
万
円
以
下
の
労
働
者
が
23
％
を

こ
え
る
ほ
ど
で
す
。

　

本
来
、
政
治
の
第
一
の
任
務
は
、
自

由
競
争
の
土
俵
に
の
れ
な
い
社
会
の

底
辺
に
あ
る
人
々
に
光
を
あ
て
る
こ

と
で
す
。　

　

そ
れ
は
国
家
の
役
目
で
あ
り
都
市

の
任
務
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
考
え

新
年
度
か
ら
、
各
務
原
市
民
の
最
低

生
活
保
障
を
決
め
公
表
し
ま
し
た
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、
健
康

で
文
化
的
な
希
望
あ
る
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、
安
心

し
て
、
出
産
、
保
育
、
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、
障
が

い
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
家
庭

や
地
域
で
、
安
心
し
て
の
び
の
び
と

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、
元
気

で
、
生
き
が
い
に
あ
ふ
れ
た
高
齢
期

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、
い
つ

で
も
質
の
高
い
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
た
め
現
在
１
３
３
の
事
業
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
さ

ら
に
28
の
事
業
を
実
施
し
、
人
に
や

さ
し
い
都
市
を
つ
く
り
ま
す
。

�� 広報かかみがはら 2010.2.1

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
方
で
も
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金

が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
税
金
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
所
得
が
少
な
く
、
総
合
課
税
の
配
当
所

得
や
原
稿
料
な
ど
が
あ
る
場
合

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
が
あ
り
、
雑
損

控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
事
が
で
き
る
場
合

　
 

所
得
税
の
還
付

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
自
分
で
記
載

す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

記
載
し
た
申
告
書
は
、
そ
の
場
で
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
各
務
原
会
場
】

期
間　

２
月
16
日
～
26
日
（
土
・
日
曜
日

 　

所
得
税
の
申
告
会
場

▽
年
の
中
途
に
退
職
し
て
、
年
末
調
整
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

▽
予
定
納
税
を
し
た
が
、
廃
業
な
ど
で
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合

を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
か

ホ
ー
ル
」（
那
加
桜
町
２
）

備
考　

▽
確
定
申
告
の
税
理
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
も
同
時
開
催
（
２
月
16
日
～
26

日　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時
）

▽
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
車
で
お
越
し
の
方
は
、
市
民
公

園
、
中
央
図
書
館
、
学
び
の
森
駐
車
場
な

ど
（
２
時
間
ま
で
無
料
）
周
辺
の
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
岐
阜
会
場
】

期
間　

２
月
12
日
～
３
月
15
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。
共
通
事
項
の
備
考
参
照
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

マ
ー
サ
21　

４
階
「
マ
ー
サ
ホ
ー

ル
」（
岐
阜
市
正
木
中
１
）

【
共
通
事
項
】　

▽
岐
阜
会
場
の
み
２
月
21
日
・
28
日
の
日

曜
日
も
開
催
▽
相
談
受
付
を
早
め
に
終
了

す
る
場
合
あ
り
▽
申
告
書
の
提
出
は
、
郵

送
で
も
可
▽
市
民
税
・
県
民
税(

住
民
税)

の
申
告
相
談
は
、市
役
所
税
務
課
で
実
施
。

詳
細
は
２
月
15
日
号
広
報
紙
に
掲
載



　

臨床心理士による不登校相談を行っています。

文化活動事業
助成制度

ソフトボールチーム
の登録

軟式野球連盟チーム、
審判員の登録

行政なんでも
特設相談

シニア専用
トレーニング講習会

2月の市税休日・
夜間納税相談

多重債務 110番

　市では文化振興を図るため、
下記の要件に該当する団体の事
業に助成を行います。
対象　以下のすべての条件にあ
てはまる団体

△

団体などの規約
がある

△

団体の事務所が市内に
ある

△

年間を通じ、開催する事
業の総額が 20 万円以上の事業

（発表会、公演など）を行って
いる

△

会員数が 30 人以上
助成金額　限度額 5 万円
助成期間　同一団体・同一事業
について 3 年
申込と詳細　申請書に必要事項
を記入し、2 月 26 日までに団
体の規約および会員名簿（任意
様式）を添えて、観光文化課☎
058-383-1042

資格　市内在住、在勤の方 9 人
以上で編成されたチーム
登録料　5000 円
申込と詳細　2 月 15 日までに
各支部長▷那加・蘇原支部＝村
瀬☎ 058-383-9882 ▷稲羽支
部 ( 川島地区を含む ) ＝後藤☎
058-386-8056 ▷鵜沼支部＝
足立☎ 058-384-6770

【軟式野球チーム登録】
資格　市内在住、在勤の方 10
人以上で編成されたチーム
登録料　8500 円
【審判員】
資格　審判技術の修得に熱意の
ある 20 歳以上の方
【共通事項】
申込 　2 月14 日の10:00〜12:00
に那加福祉センター（那加雲雀
町 15）
詳細　市軟式野球連盟・藤本☎
058-384-6416

　国の役所や独立行政法人、特
殊法人などの仕事について「処
理が間違っている」「こうして
欲しい」と思われたことはあり
ませんか。
　こうした役所への要望・苦情
を総務大臣委嘱の行政相談委員
が相談を受け付けます。相談は
無料で、秘密は堅く守られます
ので、ぜひご利用ください。
日時　2 月 16 日（火）　10:00 ～
12:00
場所　産業文化センター 6 階第
2 会議室 ( 那加桜町 2)
詳細　総務省岐阜行政
評価事務所☎ 058-24
6-4411

　

高齢者にありがちな運動不足
をマシントレーニングで解消し
ましょう。少人数のグループで
分かりやすく指導します。総合
体育館や市民プールのトレーニ
ングルームが利用できる受講証
を発行します。
日時　2 月10 日(水)、17 日(水)△

総合体育館＝9:30～12:00

△

市民プール＝13:30～16:00（う
ち、１回を選択）
定員　各５人（申込順）
対象　市内在住の 60 歳以上の方
費用　250 円
備考　一般利用者の利
用時間帯に行います
申込と詳細　2月1日～
高齢福祉課☎ 058-38
3-1779

　

毎月、休日と夜間に市税の納
税相談窓口を設けています。ご
利用ください。△

休日相談日時＝2月14日（日）
9:00～17:00△

夜間相談日時＝2 月9 日(火)、
10 日(水)、25 日(木)、26 日（金）
17:15 ～ 20:00
場所　市役所本庁１階税務課
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　税務課☎ 058-383-4773

　弁護士会、司法
書士会の協力で無
料相談会を開催し
ます。相談内容は
多重債務のみです。
日時　2 月 20 日（土）　10:00 ～
16:00

【電話相談】　当日☎ 058-277-
1003 で受付

【面接相談】　2 月 1 日～上記電
話で予約受付
相談時間　20 分
定員　23 人 ( 申込順 )
場所　県民生活相談センター（岐
阜市薮田南 5）

【共通事項】
備考　弁護士、司法書士、消費
生活相談員が対応します
詳細　県環境生活政策課☎ 05
8-272-8204

　お子さんが不登校、不登校傾向、
集団になじめない、学校嫌いなどで
お悩みの市内在住の保護者の方を対
象にした予約制の相談窓口です。

日時　2月の月・水・金曜日　13:30 ～ 17:30
場所　産業文化センター 7 階相談室
相談員　臨床心理士
申込と詳細　電話であすなろ相談室☎ 058-383-1487
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各務原市役所代表☎ 058-383-1111　  ウェブサイト      　http://www.city.kakamigahara.lg.jp/
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【寿演芸会】

シニア文化祭
木曽川学シンポジウム
川とくらしの民俗学

土曜日に市民課
臨時窓口を開設します

　日本列島の東と西の川の民俗
文化について、それぞれ「くら
し」と「信仰」をテーマにした
講演と、木曽川流域の民俗文化
の特徴について考えるパネルデ
ィスカッションを行います。
日時　３月７日（日）　13:00 ～
16:30
場所　内藤記念くすり博物館
大ホール ( 川島竹早町１)
内容　▷講演「川と水辺の生活
文化」小川直之・國學院大學文
学部教授▷講演「川とくらしと
金比羅信仰」印南敏秀・愛知大
学経済学部教授▷パネルディス
カッション　松田之利・岐阜市
立女子短期大学学長、森田晃一・
岐阜大学留学生センター教授、
越川次郎・中部大学人文学部准
教授、須永敬・岐阜市立女子短
期大学准教授
詳細　観光文化課内木曽川学研
究協議会事務局☎ 058-383-1
348

かわいい雛
ひ な

人形作り

　住民票の写し、印鑑登録証明
書、税証明書の取得は、自動交
付機の利用が大変便利です ( 土
日や夜間に証明書の取得ができ
る、料金が 1 通 200 円で窓口
取得より 100 円お得など )。
　この自動交付機の利用に必要
な「各務原市民カード」の発行
と所得税の確定申告でイータ
ックスを利用される方に必要
な「住民基本台帳カード」発
行・「公的個人認証サービス」
のため、臨時窓口を開設します。
日時　2 月 13 日、20 日、27 日
いずれも土曜日  9:00 ～ 16:30
場所　市役所本庁 1 階市民課 ( 那
加桜町 1 )
内容　▷印鑑登録、市民カード
の作成および暗証番号登録▷印
鑑登録手帳から市民カードへの
交換▷住民基本台帳カード発
行、公的個人認証サービス
持参品　印鑑、運転免許証、パ
スポートなど写真付で本人確認
ができる書類（健康保険証など
写真付でない場合は平日の時間
内に再来庁していただく場合が
あります）
備考　▷土曜日窓口開設は市役
所市民課のみ▷手続きに必要な
ものなど不明な点は事前にお問
い合わせください▷自動交付機
は、市民課前、市役所北玄関横、
アピタ各務原店、
イオン各務原シ
ョッピングセン
ター、鵜沼空中
歩道に設置
詳細　市民課☎
058-383-1078

　ラベンダーの香りたっぶり
のかわいい雛人形が作れます。
日時　2 月 20 日 (土)　① 10:00
～ 12:00 ② 13:30 ～ 15:30
場所　内藤記念くすり博物館 ( 川
島竹早町 1)
定員　各 30 人 ( 申込順 )
費用　500 円 ( 材料代・当日
支払 )
持参品　はさみ、針、縫い糸
申込と詳細　2 月 2 日～電話で
内藤記念くすり博物館☎ 058
6-89-2101( １人の申込につき
3 人まで受付 )

　シニアを対象に、民謡・三味
線や漫才、歌謡曲を楽しめます。
日時　2 月 24 日（水）　14:00 ～
15:30
場所　市民会館（蘇原中央町２）
出演　写真左から順に▷民謡・
三味線＝中村仁美・今宮知佐衣
▷夫婦漫才＝なんぺい＆さやか
▷歌謡曲＝並木ちよ子
対象　おおむね 60 歳以上の方
申込　入場整理券が必要です。
整理券は、2 月 9 日の 8:30 ～
市民会館、川島振興事務所、市
民サービスセンター、高齢福祉
課で配布 (1 人 2 枚まで )。

【交歓芸能大会】

　市内高齢者趣味のクラブ芸能
部門会員が 1 年間の成果を披露
し、親睦を深める発表会です。
日時　2 月 25 日 (木)  9:30 ～
15:30
出演　高齢者趣味のクラブ
場所　市民会館 ( 蘇原中央町 )

【作品展】
 市内高齢者趣味のクラブの皆
さんの書、絵画、手芸品、写真
などの作品を展示します。
期間　2 月 23 日～ 26 日
場所　総合福祉会館 3 階 ( 那加
桜町 1)
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-
1779
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　 　　 償却資産の
申告について交通災害へ見舞金 交通遺児に激励金

今月の納税 
3 月 1 日（月）まで

固定資産・都市計画税        4 期 
国民健康保険料                9 期
介護保険料        　　　　2 月分
後期高齢者医療保険料　    8 期

浄化槽
維持管理説明会

　償却資産の申告はおすみにな
りましたか。まだ申告されてい
ない方は、至急申告してくださ
い。なお、資産の内容が前年と
変わらない場合でも申告書の提
出が必要です。
　また、新規に事業を開始され
た方は、全資産の申告が必要と
なります。
　申告書を提出された方で訂正
のある方は、早めにお知らせく
ださい。
詳細　税務課☎ 058-383-111
1 内線 2343

　市では交通事故が原因で亡く
なったり、けがで入院された方
に見舞金を支給しています。申
請は事故発生から1年以内です。
対象　

△

歩行中または自転車に
乗っていて事故に遭われた方

△

事故に遭ったとき、市内に住所
があり、住民基本台帳に記録ま
たは外国人登録原票に登録され
ている方

△

被害者に重大な過失
または自己の故意による犯罪行
為がないこと

【災害区分･支給額】
死亡のとき　事故発生後 7 日
以内に死亡＝ 30 万円
傷害のとき　

△

入院 90 日以上
の治療を要したものおよび事故
発生から 7 日経過後の死亡（事
故に遭った日から 30 日以内に
入院していた方に限る）＝ 5 万
円

△

入院 14 日以上 90 日未満
の治療を要したもの（事故に遭
った日から 30 日以内に入院し
ていた方に限る）＝ 3 万円
必要書類　交通事故証明書 ( 県
庁内自動車安全運転センター☎
058-274-1000 で発行)、死亡
診断書または入院証明書（各書
類写し可）
備考　戸籍の写しなどの書類が
必要になるときがあります
申込と詳細　印鑑と申請者名義
の普通預金通帳と必要書類を持
参し、総務課☎ 058-383-111
1 内線 2223

　県では毎年 5 月に交通遺児に
対し激励金を贈っています。
対象　交通事故によって、それ
まで生計を共にしていた父また
は母を亡くされた方で、義務教
育終了までの方、高等学校在学
中の方（20 歳未満）
激励金の額　1 人当たり

△

乳幼
児・小学生＝１万 5000 円

△
中

学生＝ 2 万円

△

高校生＝ 2 万
5000 円
備考　

△

交通遺児となった後、
養子縁組した方、父または母が
再婚し生計を共にする事となっ
た方は除く

△

該当する方には市
交通安全対策協議会からも激励
金が贈られます
申込と詳細　総務課☎ 058-38
3-1111 内線 2223

　かかみがはら高齢者総合プラ
ン第４期計画に基づき、高齢者
用福祉施設（平成 22 年度分）の
整備を予定しています。下記の
とおり施設整備を希望する法人
を募集します。
募集施設　

△

地域密着型介護老
人福祉施設 = 西部区域に 1 カ
所（定員 29 人）

△

小規模多機
能型居宅介護施設 = 北部東区
域に１カ所（定員 25 人）

△

認
知症対応型通所介護施設 = 北
部東区域に１カ所（定員 20 人）△

有料老人ホーム（混合型特定
施設）= 市内全域で１カ所（定
員 20 人以内）
対象　

△

設置事業者は法人であ
ること。ただし、地域密着型介
護老人福祉施設は、社会福祉法
人に限る

△

介護保険法第 78 条
の 2 第 4 項各号及び第 115 条
の 11 第 2 項各号に定める欠格
事項に該当しないこと。
申込と詳細　市ウェブサイトか
らダウンロード、または高齢
福祉課にある申請書類などを 2
月 1 日～ 15 日までに高齢福祉
課☎ 058-383-1779

日時　2 月 16 日 ( 火 )　14:00 ～
15:00
場所　中央図書館 4 階視聴覚
ホール ( 那加門前町 3)
対象　浄化槽の管理者
申込と詳細　岐阜振興局環境課
☎ 058-264-1111

　特別徴収は、所得税の源泉徴
収を行う事業主に義務付けられ
た地方税法上の制度です。事業
主の方が従業員の方の市・県民
税を給与天引きし、毎月、市へ
納入していただく方法です。
　これにより従業員の方が金融
機関などへ納税に出向く手間も
省くことができます。さらに、
納期が年 12 回になり、1 回あ
たりの納付の負担が少なくて済
みます。
　特別徴収へ移行する際の具体
的な手続きについては、税務課
へお尋ねください。
詳細　税務課☎ 058-383-111
1 内線 2326

事業主の方へ
申告について

高齢者用福祉施設の
整備希望法人を募集
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消防功労者を表彰

↑

↑

↑

↑

【消防出初式の式典で表彰】
　1月 10 日に市民公園で行わ
れた出初式で表彰されたのは次
の皆さんです (敬称略）。
●市長表彰

△

感謝状 ( 自主防災活動 )＝昭
南町・入会町自治会

△

同 (一般
民間協力者)＝長尾正、青木園子△

同 ( 内助功労者 )＝竹山美樹△

表彰状＝平光健志、藤井隆弘、
長尾茂樹、海津丈博、阪井田加代
子、竹市貴浩、長瀬康広、林宗範、
苅谷有我、浅野充、恒松幸弘、
熊澤宏泰、苅谷達也、岩井利明、
浅野克治、今井守、矢形政裕、
岩田圭介、林隆一、加藤哲也、
杉浦直樹、足立雅哉、沢井満徳、
内山猛、梶浦伸介、五島竜一、
笠原浩作、小島隆英、永田誠也
●市消防協会長表彰

△

勤続章 (20 年）＝板津隆之△

勤続章 (15 年）＝竹味活義、
岩田竜一、横山真一、宇野吉浩、飯
沼利博、杉山港、熊澤哲、野田和
仁、岩田圭、脇田量普、上野正弘、
広瀬直恵

△
勤続章 (10年）＝山

田広人、縣寛、熊澤善仁、遠藤
浩一郎、恒松幸弘、下野裕司、苅
谷卓朗、長屋竜二、原淳夫、岡
﨑元、片桐裕二、廣江伸亮、今
井守、左髙康治、清水宏修、金
武正芳、堀浩一、小野木隆朗

△

功労章＝岩佐康弘、川瀬敏仁、岩
田雅司、山口雅弘、松岡宏幸、小
林正文、長縄昌規、坂井昌宏、安
積朋仙、河合香、洞田重治、坂
井哲郎、増澤勤、松岡宏昌、坂
井桂一、富永健一郎、田中聖次、
興山文彦、松波宏泰、加藤健、
奥村猛、福田修一、野添裕史、
多和田真樹、永縄敏治、岩田伸
介、岡﨑元、横山元洋、勝野誠、
阿部雄介、小林義功、棚橋健二、
加藤鎌矢、加藤昌彦、松久茂彦、
瀬嵩堅一、五島久雄、金武利幸、

金武真吾、桃井日朗隆、林宏美、
奥村和豪、三島貴子
●市消防長表彰
感謝状(内助功労者）＝小島英子、
五島淳子、沖田政枝、浅野陽子
●市消防団長表彰

△

感謝状（内助功労者）=宇都宮
早百合、瀬嵩美穂、安在美樹、吉
原真代、西澤裕子、打田千代美、森
ゆかり

△

表彰状＝長瀬慎一、岩田
竜一、苅谷薪一、浅野修務、菊田雅
樹、大野篤志永盛哲朗、磯谷慎
也、足立大介、太田勝広、笹原昌
幸、岡田和明、加藤悟、久田幸男、
清水公平、畑佐周平、山本剛、橋
本尚宗、山崎真司、大塚竜二、横
山和仁、津田洋一郎、横山和久、
立田まこと、丹羽透、小島文彦、
島田修、早野隆久、冨田肇、横山
浩章、後藤弘之、三輪錬太郎、鈴
村満春、渡邉直樹、堀尾鎭章、西
澤佳典、吉原誠二、森幹育、打田
万里積、安在範泰、宇都宮大介、
小林善則、小林照悟、小林智彦、
立松鉱一、堀将英、加藤利彰
【その他消防関係表彰者】　
　21 年中に表彰されたのは次
の皆さんです (敬称略）。
●県知事報償
川瀬賢司、川瀬直哉、木造由太
郎、野田佳伯、野田邦弘、牧田秀
敏、岩井啓泰、太田靖通、林忠司、
小田祐三、河合康仁、梶田和詳、
足立英基、高野敦
●県知事表彰　△

永年勤続功労章＝嶺木信孝

△

勤続功労章＝板津隆之、平松広
充

△

功労章＝小島圭生、山田広
人、野田英行、足立貴之、岩田竜
一、廣瀬雅行

△

消防団員優秀家
族賞＝佐々木真理、村井照美、
田中とし恵、野田京子、岩田千亜
紀、下野康代、苅谷貴美江、勝野
博美、金武カナエ
●岐阜振興局長表彰△

功績章＝平光健志、畑佐智樹、
磯谷和憲、海津丈博、小池伸卓、
白石正和、小林淳一、森淳

●日本消防協会長表彰
精績章＝板津隆之
●県消防協会長表彰△

勤労章 (20 年 )＝板津隆之△

勤労章 (15 年 )＝竹味活義、
岩田竜一、横山真一、野田和仁、
宇野吉浩、岩田圭、杉山港、脇
田量普、熊澤哲、飯沼利博、上
野正弘、廣瀬直恵

△

功績章＝藤
井隆弘、長尾茂樹、廣瀬俊昭、
川島一哲、熊澤善仁、田中貴幸、
脇田真路、横山辰己、二宮済芳、
大竹建、早川健、宮田浩聡
●県少年消防クラブ運営指導協
議会長表彰

△

表彰旗＝緑苑小学校少年防火
クラブ

△

竿頭綬＝那加第一小学
校少年防火クラブ

△

優良クラブ
指導者＝旭健（鵜沼第一小学校
少年防火クラブ）
●市少年婦人防火委員会長表彰
表彰状＝那加第三小学校少年防
火クラブ
●県女性防火クラブ運営協議会
長表彰
感謝状＝吉岡よ理子、大岡幸子
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

まちの緑を守ろう
保存樹木・樹林の指定

　市では、貴重な樹木や樹林を、
その所有者の承諾を得て保存樹
木・保存樹林として指定し、管
理報奨金を交付しています。
【保存樹木の指定基準】
　健全で樹容が美観上特にすぐ
れている樹木のうち「1.5 ｍの
高さにおける幹の周囲が1.2 ｍ
以上」または「株立ちした樹木
で、高さが 3ｍ以上」のもの
【保存樹林の指定基準】
　樹林内の樹木が健全で、美観
上特にすぐれており、面積が
300㎡以上のもの
申込と詳細　水と
緑推進課☎ 058-
383-1531
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3 月の
乳幼児健康診査

→

情報いっぱい !ウェブマガジン
　パソコンで、市ウェブサイト http://www.
city.kakamigahara.lg.jp/ からご覧ください　

●ぴよぴよマガジン（乳幼児をお持ちの方へ）
　＊特集「絵本のチカラ」　＊やってみようほか

●のびのびマガジン（小中学生をお持ちの方へ）
　＊特集「アルプストレッキング」＊学校自慢「各務小学校」
●きらきらマガジン（障がいを持った方へ）
　＊特集「耳の日フェスティバル」　＊キラリさんほか

●いきいきマガジン（高齢者の方へ）
  ＊特集「春にむけガーデニングを始めよう」＊自慢の一品 ほか

「新型インフルエンザ    
　かな？」と思ったら

3 月の「愛の献血」

２月号もみてね

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談
【11か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児

3 月 18 日（木） 総合福祉会館 平成 21 年
4 月3 月 19 日（金） あさひ子ども館

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師の診察、身体計測、
歯科･栄養･育児などの保健相談
【1歳 6か月児健康診査】

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1 人 1 回分、無料）

【4か月児健康診査】
期日 場所 対象出生児

3月2日
（火） 総合

福祉会館

平成21 年 10 月 1 日～14 日

3月3日
（水） 平成21 年10月15 日～31 日

3月4日
（木）

あさひ
子ども館 平成 21 年 10 月

期日 場所 対象出生児
3月8日
（月） 総合

福祉会館

平成20 年
8 月 1 日～17 日

3月9日
（火）

平成20 年
8 月 18 日～31 日

3月10日
（水）

あさひ
子ども館 平成 20 年 8 月

期日 場所 対象出生児
3月15日

（月） 総合
福祉会館

平成19 年
2 月 1 日～15 日

3月16日
（火）

平成19 年
2 月 16 日～28 日

3月17日
（水）

あさひ
子ども館 平成 19 年 2 月

【3歳児健康診査】

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、身体計測、個別相談
備考　2 月中旬に郵送する「目と
耳に関するアンケート用紙と尿
を入れる容器」をご持参ください
【共通事項】
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、
稲羽西小校区

△

あさひ子ども館
＝鵜沼地区、稲羽東小校区
備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診してくださ
い▷前月までの対象児で受診さ
れていない方は、今回受けてく
ださい▷健康診査の所要時間は
2 時間程度▷ 2 時間を超えた方
のみ駐車料補助あり（母子健康
手帳と駐車券を健康管理課へ）
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」の問診票

（記入してお持ちください）
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

　家を出たら必ずマスクを着用
し、医療機関の指示に従って受
診してください　　
【かかりつけ医のいる方】
　受診前にかかりつけ医に電話
で相談してください。
【受診医療機関がわからない方】△

平日 8:30 ～ 18:00= 発熱受
診紹介窓口☎ 058-272-8860△

上記以外（土日含む）= 地域
救急医療情報センター☎ 058-
382-3799
【自宅療養される方】△

9:00 ～ 17:00( 緊急の場合時
間外も対応 )= 新型インフルエ
ンザ健康相談窓口☎ 058-380-
3004
備考　新型インフルエンザにつ
いての最新情報を市ウェブサイ
トでも掲載しています
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115

期日 受付時間 場所
3月1日
（月）

9:30～12:00
13:00～16:00

市役所正面玄関前
（定期街頭）

3 月　2 日
（火）

9:30～11:30
12:30～15:30

市民会館
第一駐車場

3 月3 日
（水）

9:30～12:00
13:00～16:00

イオン (株)
各務原店

3 月9 日
（火）

13:30～16:30
公立学校共済組合
東海中央病院

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

対象・実施期間　 ▽ 第 1 期＝
１～２歳未満は年間を通して ▽

第 2 期＝小学校就学前の 1 年
間（年長児）は 3 月 31 日まで ▽

第 3 期＝中学１年生・第 4 期＝
高校 3 年生に相当する年齢の
方は 3 月 31 日まで。第 3・4 期
の未接種の方で接種希望の方は
健康管理課へご連絡ください。
実施場所　市内指定医療機関
備考　幼稚園（保育所）年長児
の予診票は健康管理課および市
内指定医療機関で交付。中学１
年・高校 3 年の予診票はすで
に交付済みです
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

麻しん・風しん
予防接種のお知らせ

　身近なボランティア活動である
献血にご協力ください。

急病だ！そんなときはお電話を

救急医療情報センター
☎058-382-3799
医療機関を24時間ご案内　
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中小企業
人材高度化セミナー

テクノプラザ
ＣＡＤ研修

各務野
ボランティア
情報

◆ぜひご参加を！

書き損じはがき 1枚の
ボランティア活動

放送大学の特別講義

日程　3 月 13 日（土）　13:30 ～
15:30 ▽「放送大学での七年」
後藤宗弘・放送大学岐阜学習セ
ンター所長 ▽「身近な生態系と
環境問題」櫻井宏紀・放送大学
岐阜学習センター客員教授
場所　県民ふれあい会館 ( 岐阜
市薮田南 5-14-53)
定員　200 人（申込順 )
申込と詳細　放送大学岐阜学習
センター☎ 058-273-9614

ハートフル講座

家族介護者教室
「介護者との交流会」

母子･父子家庭の
中学卒業児童に記念品

　強い現場力を鍛えるための研
修会を開催します。
日時　3 月 6 日（土）、13 日（土）
いずれも10:00～16:00( 全 2 日 )
場所　テクノプラザ本館 4 階第
3 会議室（テクノプラザ 1）
対象　市内の中小企業の経営
者、現場管理者、リーダーなど
内容　ものづくりの現場で実践
できる「５Ｓ」と「見える化」
定員　15 人（申込順）
費用　4200 円（テキスト代）
申込と詳細　2 月 1 日～「企業
名、住所、受講者氏名、電話番号」
を電話かファクスで産業高度化
支援センター☎ 058-379-220
4、 058-379-0615( 申込は
1 企業 2 人まで )

　1 歳未満のお子さ
んに対する、救命救
急法が学べます。ぜ
ひ、参加してくださ
い。
日程　3 月 21 日（日）① 9:00 ～
12:00 ② 13:00 ～ 16:00
場所　消防本部 ( 那加桜町 1)
対象　市内在住、在勤の方
定員　各 20 人（申込順・5 人
未満は中止の場合あり )
備考　修了証を発行します
申込と詳細　開催日の 2 日前ま
でに消防本部救急警防課☎ 05
8-382-3596

【航空機業界向け CATIA V5 基礎】
期日　2 月 15 日～ 18 日（4 日間）
費用　6 万 8000 円（県内）

【Solid Works 応用】
期日　2月18日～19日(2日間)
費用　2 万 8000 円 ( 県内 )

【共通事項】
備考　市の受講補助金制度が有
ります
申込と詳細　VR テクノセンター
☎ 058-379-6370

　世界には末就学の子どもが約
７千 500 万人、読み書きので
きない成人が約７億８千万人い
ます。この人たちに「学びの場」
を提供するため「書き損じはが
き」（未使用・古はがき）を集め
ています。
受付期限　3 月 31 日まで
受付場所　市内の幼・小・中・高・
各務原養護、ライフデザインセ
ンター、市役所総合案内、産業
文化センター案内ほか
備考　多数まとめての場合、代
表者名を明記ください。ご連絡
くだされば頂きに上がります
詳細　各務原ユネスコ協会☎ 0
58-382-0218

日時　2 月 6 日（土）　14:00 ～
15:30( 受付 13:30 ～ )
場所　瑞穂市総合センター（瑞
穂市別府 1283）
内容　気分障がいについて
定員　50 人（申込順）
申込と詳細　地域活動支援セン
ターふなぶせ☎ 058-245-8168

日時　2 月 6 日（土）　13:30 ～
15:00
場所　特別養護老人ホーム飛鳥
美谷苑（那加西市場町 )
対象　介護をされている方など
定員　20 人 ( 申込順 )
申込と詳細　2 月5 日までに地
域包括支援センター飛鳥美谷苑
☎ 058-371-3081

　今年 3 月に中学校を卒業さ
れる母子・父子家庭の児童に、
市と市社会福祉協議会、および
母子寡婦福祉会の共催で記念品
を贈呈します。
申込と詳細　2 月 15 日までに
子育て支援課☎ 058-383-1131

　市民憲章推進協議会

　皆に平等に与えら
れるもののひとつが

「時間」。「時間」は増やすこと
も減らすこともできません。
　仕事、読書、家族との団ら
ん…。使い方は人それぞれで
すが、振り返ったとき「有意
義な一日だった」と言える時
間を過ごしたいものですね。
　一人一人が時間を大切にす
ることで、ひいては周りの人
たちの時間をも有効に生かし
ている場合もあります。１日
は 24 時間、その一秒一秒を
後悔のないよう、大切に過ご
しましょう。

みんなの市民憲章
時間を大切にしましょう

子どもへの
救命講座を開催
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各務野自然遺産の森
058-385-2773

	 所在地／各務字車洞6797-1
休業日／なし

● 3 月の「親と子の自然体験塾」講座
　自然体験塾は毎月、木曽川流域の植物・野鳥・郷
土史などをテーマに、四季折々の季節にちなんだ講
座を開講しています。 
◆ 7 日（日）各務野・自然観察ウォーク（10）早春
の里山を歩こう～アセビ・ショウジョウバカマ・タ
テグチョウたち
持参品／筆記用具、虫めがね
費用／保険料 50 円
◆ 14 日（日）ネイチャー・ゲーム・春（おもしろ
自然体験・発見）
持参品／筆記用具
費用／材料費・保険料 100 円
◆ 21 日（日）作ってみよう伝統食～ぶんたこ（草餅

もち

）
持参品／エプロン・タオル・お茶
費用／材料費 300 円
◆ 28 日（日）カブト虫の「幼虫引越大作戦」
持参品／筆記用具・大型ペットボトル 1 本
費用／材料費 100 円
【共通事項】
時間／ 10:00～12:00
定員／ 100 人 (21 日は 30 人）（申込順）
対象／小学生の親子（7 日は大人も可）
費用／ 1 講座 1 人受講料 300 円。講座によっては
保険料なども必要（上記のとおり）。
申込／ 2 月 1 日～ 15 日
①往復はがき =「開講日と講座名、参加者の住所、
氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号」と、返
信用にあて先を明記し、〒 504-8555 那加桜町
1-69、ライフデザイン課へ
②メール =｢ 開講日と講座名、参加者の住所、氏名（ふ
りがな）、性別、年齢、電話番号、返信用メールア
ドレス」を明記し、syogaigaku@city.kakamiga
hara.gifu.jp へ
③市ウェブサイト http://www.city.kakamigah
ara.lg.jp/shizen.html から
詳細／ライフデザイン課☎ 058-383-1210

●冬期短期講座
「スイーツデコ」体験教室
　見ているだけでも楽しい

「スイーツデコ」を、自分で
作っちゃおう。
　親子で、おともだち同士で、
参加してね！
日時／ 3 月 6 日（土）　10:00
～ 12:00
定員／ 20 人（申込順）
対象／小学生（小学校低学年は保護者同伴）
費用／小学生 600 円、保護者 800 円（材料費含む）
講師／ひょうきれいさん
申込／ 2 月 9 日　9:00 ～川島ライフデザインセン
ターで受付

	 所在地／川島河田町1028-1
休業日／月曜日、祝日

川島ライフデザインセンター
0586-89-3686

アクア・トト ぎふ
0586-89-8200

●県民優待キャンペーン
　アクア･トト ぎふ開館 5 周年を記念して、岐阜県
にお住まいの方は入館料が半額になるキャンペーン
を実施します。この機会に、ぜひお越しください。
期間／ 2 月 6 日～ 14 日
対象／岐阜県在住の方
備考／運転免許証などの住所がわかるものを持参（提
示は代表者のみ、1 グループ 5 人まで割引）

●あなたのハートを狙い撃ち !?
　バレンタインデー特別企
画として、テッポウウオが水
鉄砲を噴射して、ハートの的
につけたエサを撃ち落すと
いうプログラムを実施しま
す。
期間／ 2 月 14 日まで、毎日
14:30 ～
場所／水族館 2 階テッポウウ
オの水槽前
費用／入館料が必要
【入館料】
大人 1400 円、中高生 1100 円、小学生 750 円、3 歳
以上就学前の幼児 370 円

所在地・休業日／14ページに掲載

ぶんたこ作り

はさみ＆マグネット
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音楽の街　各務原

●ホワイエコンサート
　ピアノトリオの愉しみ
日時／ 2 月 18 日（木）13:30 ～ 14:30
場所／市民会館ホワイエ（蘇原中央町 2）
出演／アンサンブル”クオーレ”（バイオリン・堀
江順子、チェロ・安田公枝、ピアノ・村上尚美）
主な曲目／ピアノ三重奏曲 ハ長調 K.548（モーツァ
ルト）、バレエ組曲「くるみ割り人形」（チャイコフス
キー）より、ハンガリー舞曲 第 6 番（ブラームス）
定員／ 100 人程度
費用／ 300 円（中学生以下無料）
備考／コンサートを静かに鑑賞できる未就園児も入
場できます
申込と詳細／電話などで市民会館☎058-389-1818

●第 2 回 YOUNG ワンコインコンサート
　市内在住・出身などで、音楽家を目指しがんばって
いる若い方たちによるフレッシュなコンサートです。
　昨年 9 月に開催した「第 1 回各務原音楽コンクー
ル」の最優秀賞受賞者の髙田一早枝さん（ソプラノ）
による独唱もあります。ぜひご鑑賞ください。
日時／ 2 月 21 日 ( 日 )　14:00 ～
場所／文化ホール（蘇原中央町 2）
出演／

△

ピアノ＝藤本希（鵜沼第三小学校 3 年）、
古我久良々（那加中学校１年）、宮本歩（桜丘中学
校 3 年）

△

マリンバ＝平光優里（加納高校 2 年）△

ファゴット＝岡野公孝（愛知県立芸術大学 4 年）△

フルートデュオ＝上西佑季（大垣女子短期大学研
究生）、岩崎有紗（同志社女子大学 2 年）
費用／一般 100 円、高校生以下無料（チケット必要）
チケット取扱所／観光文化課、市民会館、ライフデ
ザインセンターで販売・配付中（観光文化課で電話
予約も受け付けます）
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042

●各務原「ピアノ教室」発表会
　上原彩子さんをはじめ、国際的に活躍する数多く
のピアニストを育成した江口文子先生の指導による
各務原「ピアノ教室」の受講生による発表会を開催
します。
日時／ 2 月 13 日（土）13:00 ～
場所／かとれあホール（鵜沼三ツ池町 6、岐阜車体
工業株式会社内）
詳細／学校教育課☎ 058-383-1118

●松が丘音楽教室
　ピアノ・エレクトーン・うた発表会
日時／ 2 月 28 日（日）12:00 ～
場所／文化ホール（蘇原中央町 2）
詳細／松が丘音楽教室☎ 058-370-4545

●木曽川音楽祭
　ブラスの祭典 2010 in かかみがはら
　2月28日、3月5～7日の4日間、“吹奏楽”をテー
マにした市民参加型の音楽祭を
開催します。メイン事業の岩村
力指揮シエナ・ウインド・オー
ケストラ・コンサートはチケッ
ト好評発売中。
日時／ 3 月 6 日（土）15:00 開
演 (14:00 開場 )
場所／市民会館 ( 蘇原中央町 2)
費用／全指定席Ｓ席一般 3000 円、Ａ席一般 2000
円、Ａ席高校生以下 1000 円
チケット取扱所／市民会館、観光文化課 ( 産業文化
センター 6 階）、チケットぴあ☎ 0570-02-9999（Ｐ
コード 340-775）、サウンド・ハンター☎ 058-38
3-2711、ウインドウエーブ☎ 058-371-6417 で
発売中。
詳細／産業文化センター 6 階、市役所観光文化課
内木曽川音楽祭実行委員会☎ 058-383-9925

●第 14 回岐阜県民文化祭・ぎふ文化の祭典
　ひだ・みの創作オペラ
　各務原市の昔話を題材に創作したオペラ「おちよ
椿」と「乳母がふところ」を農村舞台「村国座」（国
指定重要有形民俗文化財）で公演します。
日時／ 3 月 13 日（土）・14 日（日）　いずれも①
13:00 ～ ② 17:30 ～（2 日間 4 回公演）
場所／村国座 ( 各務おがせ町 3)
費用／全席自由　一般 2000 円、高校生以下 1000
円（当日 500 円増）
チケット取扱所／ (財) 岐阜県教育文化財団、文化
財課 ( 産業文化センター 6 階）、市民会館で発売中
詳細／ (財) 岐阜県教育文化財団☎ 058-277-1139

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●生活発表会
2 月 20 日（土）9:00 ～　市民会館
詳細／那加幼稚園☎ 058-383-5857

●市シニア文化祭
◆寿演芸会　2 月 24 日（水）14:00 ～　市民会館
◆交歓芸能大会　2 月 25 日（木）9:30 ～　市民
　会館
備考／寿演芸会のみ整理券が必要（詳細は 7 ページ）
詳細／高齢福祉課☎ 058-383-1779

所在地・休業日／14ページに掲載
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●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内）　2 月 1、8、12、15、22 日、16 ～ 19 日は
　蔵書点検のため休館
　1・2・4 階＝図書館本館☎ 058-383-1122、3 階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内 )／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8 ／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 ( 川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日を除く）休業
●歴史民俗資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3 ／月曜日、祝日の翌日休業
●かかみがはら航空宇宙科学博物館☎ 058-386-8500／下切町５／火曜日休業
●アクア・トト ぎふ☎ 0586-89-8200 ／川島笠田町 1453／2 月 8 日は休業
●河川環境楽園自然発見館☎ 0586-89-7022 ／川島笠田町／ 2 月 8 日は休業
●内藤記念くすり博物館☎ 0586-89-2101 ／川島竹早町 1／月曜日

所在地・休業日／下記に掲載

中央図書館
058-383-1122

●パソコン講習会
◆デジタル画像加工フォトショップ③
　デジタル画像をフォトショップエレメンツ 6 に
取り込む方法から、画像の登録･管理･編集･画像解
像度の変更や補正・画像合成などを学びます。
日時／ 3月2日(火)、4日(木)、9日(火)、11日（木）
いずれも 9:15 ～ 12:15(全4日)
定員／ 38 人 ( 抽選 )
◆動画加工プレミアエレメンツ②
　ウィンドウズ･ムービーメーカーとプレミアエレ
メンツ 4 のソフトを使用し、デジタル写真・ビデ
オを編集して動画のアルバムを作成します。
日時／ 3 月 6 日（土）・7 日（日）いずれも 9:15 ～
16:30（全 2 日）
定員／ 20 人 ( 抽選）

【共通事項】
場所／中央図書館4階教育工学室
対象／市内在住、在勤、在学の方で、ある程度パソコ
ンができる方
費用／ 3000 円
備考／ OS は、ウィンドウズビスタ
申込／2 月 15 日( 必着 ) までに「講習会名、郵便番号、
住所、氏名、ふりがな、電話番号」を明記し ▽メール
=media-kousyu@city.kakamigahara.gifu.jp（返
信用メールアドレスと受講する講座名を明記） ▽往
復はがき = 中央図書館「4 階パソコン講習会」係（返
信用にあて先を明記）☎ 058-383-1124

● 3 階展示ホール催し物
◆つつじ写楽会写真展
期間／ 2 月 23 日～ 28 日　9:00～17:00
( ただし、23 日は 12:00～、28 日は 16:00 まで）
詳細／左高☎ 058-384-0672

埋蔵文化財調査センター
058-383-1123

●展示室見学会
　展示室の見学会を開催
しています。展示室には 
市の埋蔵文化財を、時代
ごとに分かりやすく展示
しています。ぜひご観賞
ください。
日時／火～金曜日（祝日・休館日は除く）10:00～
16:00　1 時間程度
内容／常設展の見学と各務原市の歴史をテーマにし
たビデオ鑑賞による学習など
対象／小学校 4 年生～一般（10 人まで）
申込／随時（団体申込は事前に予約が必要です）

●フライトシミュレータ体験
　離陸から着陸までの
飛行体験にチャレンジ
しませんか ! インスト
ラ ク タ ー と 一 緒 な の
で、どなたでも楽しく
体験できます
日時／ 2 月 28 日（日）、3 月 28 日（日）　10:30 ～
16:00(10 分ごとに随時 )
費用／ 300 円 ( 別途入館料必要 )
入館料／大人 800 円、60 歳以上・高校生 500 円、
小中学生 300 円

航空宇宙科学博物館
058-386-8500

所在地・休業日／下記に掲載

所在地・休業日／下記に掲載
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所在地／鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）、祝日

少年自然の家
058-370-5280

● 2 月のプラネタリウム
　北極星は方角を知る目印として大切な星です。昔
は民間信仰の神としても祭られてきました。北極星
の見つけ方、北極星の特徴を調べてみましょう。
日時／ 2 月 14 日（日）　10:00 ～ 11:00、20 日（土）
18:30 ～ 19:30
内容／季節の星座と星座物語、北極星を見つけよう
費用 ／ 1 人 100 円
備考／途中入場ができません

● 2 月の天体観察会
日時／ 2 月 20 日（土）　19:30 ～ 20:30
内容／プレヤデス星団やオリオン
星雲の観察、冬の星座の観察
備考／天候や参加人数の関係で早
めに終了する場合があります

●ファミリー宿泊デー④
　「家族で竹体験＆自然散策」
日時／ 3 月 6 日（土） 10:00 ～ 7 日（日） 14:00
1 泊 2 日（4 食付）
対象／年中児～大学生の子どもを含む 2 人以上の
家族（年少児以下の参加は不可）
定員／ 20 家族（抽選）
内容／プラネタリウム、竹細工、キャンドルサービ
ス、天体観察、自然散策（バードウオッチングを含
む）、野外炊事（竹筒ごはんカレー）など
費用／高校生以上 4100 円、中学生以下 3900 円
申込／はがきに「郵便番号、住所、代表者氏名、電話
番号、参加人数、参加申込者全員の氏名（ふりがな）、
性別、3 月 6 日現在の年齢、生年月日」を記入し、
2 月 13 日（必着）までに、下記の少年自然の家「ファ
ミリー宿泊デー④」係へ
備考／ ▽ 抽選結果は締切後 1 週間をめどにはがき
などでおしらせします ▽ 2 月 19 日の 17:00 以降
はキャンセル料が必要

西ライフデザインセンター
058-383-1121

●春の短期講座②
◆うどん打ち体験
手打ちうどんの作り方を楽しく学び味わいます。
日時／ 2 月 27 日（土）　9:30 ～ 12:00
定員／ 24 人
費用／ 800 円 ( 材料代含 )
◆俳画に親しもう
水彩画に俳句を添えた素敵な色紙づくりです。
日時／ 3 月 4 日、11 日、18 日の木曜日　13:30 ～
15:30
定員／ 20 人
費用／ 1000 円 ( 材料代含 )
◆風船で楽しく作ろうバルーン・アート
風船を使ってかわいい人形や動物などを作ろう。
日時／ 3 月 6 日（土）　9:30 ～ 11:30
定員／ 24 人
費用／大人・親子 400 円、小中学生 200 円 ( 材料
代含 )
◆春の楽しいお菓子づくり
春らしさいっぱいのおかし作りの講座です。
日時／ 3 月 6 日（土）　9:30 ～ 11:30
定員／ 24 人
費用／ 800 円 ( 材料代含 )
◆花を楽しむ山あるき
春の花を楽しみながら鳩吹山（可児市）を歩きます。
日時／ 3 月 24 日（水）、26 日（金）、いずれも　9:00
～ 14:00（カタクリの里駐車場 = 可児市下流域自
然公園集合）
定員／各日 20 人
費用／ 400 円 ( 保険料含 )

【共通事項】
申込と詳細／ 2 月 13 日の 14:00 ～受け付けます
ので（その時点で定員を超えた場合は抽選）、費用
を持参し、西ライフデザインセンターへ

所在地／那加桜町2、産業文化センター4階
休業日／祝日

内藤記念くすり博物館
0586-89-2101

●薬草栽培教室
　土作りから薬草の種まき、植え
付けから収穫までの管理作業を行
い、薬草の利用方法を学びます。
日 時 ／ 4 月 〜 12 月 の 第 1・3 水 曜 日　9:00 〜
11:30 所在地・休業日／右ページに記載

↑

↑ 対象／毎月継続して参加できる方
定員／ 50 人（抽選）
費用／ 1500 円（教材費および道具購入費）
申込／往復はがきに「郵便番号・住所・氏名（ふり
がな）・年齢・電話番号」を明記し、3 月 7 日（必着）
までに、〒 501-6195 川島竹早町 1、内藤記念く
すり博物館「薬草栽培教室」係へ
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８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休
館

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

私
の
参
加
し
た
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
寒
く
な
る

と
外
に
出
て
元
気
に
運
動
と
い

う
の
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
は
、
親
子
一
緒
に
寒
さ

に
負
け
ず
に
楽
し
く
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人

と
一
緒
に
歩
く
事
で
会
話
も
は

ず
み
ま
し
た
。

　

歩
い
て
い
る
途
中
、
ま
わ
り

の
美
し
い
景
色
に
目
を
う
ば
わ

れ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
も
み
じ
で
す
。
真
っ
赤
に
紅

葉
し
た
も
み
じ
は
遠
く
か
ら
見

て
も
き
れ
い
に
見
え
ま
し
た
。

ま
た
、
紅
葉
す
る
途
中
の
オ
レ

ン
ジ
色
の
葉
や
、
ま
だ
緑
色
の

葉
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
葉
が
重

な
り
合
っ
て
い
て
き
れ
い
な
も

み
じ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

普
段
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い

な
い
風
景
で
も
、
よ
く
気
を
つ

け
て
見
て
み
る
と
気
付
く
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
一

緒
に
歩
い
て
い
た
友
達
が
変
わ

っ
た
実
を
見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
お
も
し
ろ
い
形
の
葉
な

ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。「
こ
の

実
は
さ
く
ら
ん
ぼ
み
た
い
だ
ね
」

と
、
そ
こ
か
ら
会
話
が
は
ず
み

ま
す
。

　

朝
の
新
鮮
な
空
気
を
吸
い
な

が
ら
、
体
を
動
か
す
事
で
目
も

覚
め
る
し
暖

か
く
な
り
ま

す
。「
歩
く
」

と
い
う
事
は

健
康
に
も
良

い
で
す
。
4

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
い
う
コ

ー
ス
を
歩
い

た
の
に
、
少

し
も
気
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、

周
り
の
季
節
を
表
す
風
景
や
友

達
と
の
会
話
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
は
小
さ
な
子
か

ら
大
人
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
校
長

先
生
な
ど
の
先
生
方
も
参
加
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

次
の
機
会
に
は
、
も
っ
と
多

く
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
と

良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う

な
れ
ば
、
そ
の
分
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
も
楽
し
く
な
る
だ
ろ
う
し
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
私
の
よ
う
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
や
っ
て
良
か

っ
た
な
と
い
う
人
が
増
え
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

文
・
６
年　

柴
山
阿
恵
香
さ
ん

●
2
月
の
お
た
の
し
み
行
事

時
間　

11
時
～

【
全
館
共
通
】　

▽
3
日（
水
）＝
ま
め

ま
き
▽
24
日（
水
）＝

お
ひ
な
さ
ま
作
り

【
さ
く
ら
子
ど
も
館
】

▽
9
日(

火)

＝
救
急
法
を
学
ぼ
う

▽
10
日(

水)

＝
大
型
紙
芝
居「
ゆ

き
こ
ん
こ
ん
」
▽
16
日(

火)

＝

大
型
絵
本
「
で
ん
し
ゃ
で
い
こ
う 

で
ん
し
ゃ
で
か
え
ろ
う
」

【
あ
さ
ひ
子
ど
も
館
】

▽
10
日(

水)

＝
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
「
に
ん
じ
ん
さ
ん
は
な
ぜ
な

ぜ
あ
か
い
」
▽
17
日(

水)

＝
ジ

オ
ジ
オ
絵
本
タ
イ
ム
14
時
～
▽

18
日(

木)

＝
大
型
紙
芝
居
「
ぷ
く

ち
ゃ
ん
の
す
て
き
な
ぱ
ん
つ
」

【
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館
】

▽
７
日(

日)

＝
お
と
う
さ
ん
も

あ
そ
ぼ
う
▽
10
日(

水)

＝
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー｢

パ
ン
ダ
・
う
さ
ぎ
・

コ
ア
ラ｣

▽
16
日(

火)

＝
子
ど

も
劇
場
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
▽
17
日

(
水)
＝
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
15
時

30
分
～

【
そ
は
ら
子
ど
も
館
】

▽
10
日(

水)

＝
大
型
紙

芝
居
「
ぷ
く
ち
ゃ
ん

の
す
て
き
な
ぱ
ん
つ
」

▽
18
日(

木)

＝
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
「
ノ
ン
タ
ン
も

ぐ
も
ぐ
も
ぐ
」
▽
23
日

(

火)

＝
子
ど
も
劇
場
さ
ん
と

あ
そ
ぼ
う　

【
か
わ
し
ま
子
ど
も
館
】

▽
6
日(

土)

＝
お
と
う
さ
ん
も

あ
そ
ぼ
う
▽
10
日(

水)

＝
救
急

法
を
学
ぼ
う
▽
17
日(

水)

＝

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ひ
よ
こ
ち

ゃ
ん
の 

い
い
と
こ
い
い
と
こ
」

▽
4
・
18
・
25
日(

木)

＝
ち
ゃ

ま
ち
ゃ
ま
絵
本
タ
イ
ム
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み
ん
な
の
広
場
●

「
美
し
い
鵜
沼
宿
の
景
観
だ
け
で
な
く

　
　

人
と
人
の
絆
も
再
生
し
て
い
き
た
い
」

　

江
戸
時
代
の
宿
場
町
と
し
て

今
も
古
い
街
並
が
残
る
中
山
道

鵜
沼
宿
。
安
田
さ
ん
が
会
長
を

務
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
会
は
、

鵜
沼
宿
の
あ
る
鵜
沼
西
町
、
東

町
の
住
民
約
20
人
が
集
ま
り
、

市
が
行
う
鵜
沼
宿
の
再
生
計
画

に
住
民
の
側
か
ら
の
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
出
す
な
ど
、
精
力
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
鵜
沼
宿
は
、
砂
利

敷
き
の
街
道
沿
い
に
町
屋
が
並

び
、
あ
と
は
田
畑
だ
け
。
今
は

車
が
増
え
、
景
観
も
「
ま
っ
た

く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話

す
。
見
慣
れ
た
木
や
建
物
は
消

え
、現
代
風
の
住
宅
が
増
え
た
。

　

自
身
も
、
国
の
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
歴
史
あ
る
建
物
に
住

む
安
田
さ
ん
。
古
い
が
ゆ
え
の

住
み
に
く
さ
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
、
建
物
を
維
持
し
て
い
く

難
し
さ
も
痛
感
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
、「
街
並
に
影
響
す
る

外
観
は
昔
の
ま
ま
、
内
部
の
み

新
し
く
す
る
な
ど
工
夫
は
可

能
」
と
い
う
。
こ
れ
に
は
、
古

い
建
物
の
活
用
が
一
般
的
な
ド

イ
ツ
で
10
年
近
く
生
活
し
た
経

験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
安
田
さ
ん
が
描
く
鵜

沼
宿
の
姿
は
、「
人
々
が
集
ま

る
い
こ
い
の
場
所
」。
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
代
で
、
ま
ち
づ
く

り
を
通
し
て
地
域
の
連
帯
感
、

人
と
人
と
の
絆
を
深
め
た
い
と

い
う
考
え
だ
。
昨
年
、
同
会
で

復
活
さ
せ
た
地
域
の
伝
統
菓
子

「
が
ん
ど
ば
ぼ
ち
」
も
、「
結
果

的
に
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と

集
ま
れ
る
場
を
作
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　

今
年
に
は
脇
本
陣
も
復
元
さ

れ
、
か
つ
て
の
姿
へ
と
再
生
が

進
む
鵜
沼
宿
。
し
か
し
ま
だ
車

の
交
通
量
削
減
な
ど
問
題
は

残
っ
て
い
る
。安
田
さ
ん
は「
ま

ち
づ
く
り
は
50
年
、
１
０
０
年

と
長
い
期
間
か
け
て
行
う
も

の
。
次
の
時
代
を
担
う
若
い
人

た
ち
に
も
、
鵜
沼
宿
の
ま
ち
づ

く
り
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
目
標
を
語
っ
て
い
た
。

中
山
道
鵜
沼
宿
ま
ち
づ
く
り
の
会 

会
長

安
田
新
作
さ
ん

エアロビサークル ウィング

気
分
も
体
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
後
は
、
ヨ

ガ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
骨
盤
運
動

で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
。
ス
ト
レ
ス

も
解
消
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り

た
い
で
す
ね
。
健
康
を
意
識
し

て
い
る
女
性
の
皆
さ
ん
の
見
学

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
時　

毎
週
水
曜
日
午
後

８
時
～
９
時

場
所　

川
島
中
学
校
体
育
館

（
川
島
河
田
町
１
０
２
８
の
１
）

会
費　

月
２
０
０
０
円

詳
細　

松
井
☎
０
８
０
（
３
６

４
２
）
７
２
５
３

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
「
ウ

ィ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
。
体
に

翼
が
あ
る
よ
う
な
軽
や
か
な
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
、
そ
し
て
肩
こ
り
、
腰

痛
予
防
な
ど
を
目
的
に
週
１
回

１
時
間
程
度
、
楽
し
く
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
ス
イ
ー
ツ
に

例
え
る
と
「
マ
シ
ュ
マ
ロ
」
の

よ
う
に
フ
ワ
フ
ワ
と
し
て
い
ま

す
。
10
人
ほ
ど
で
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
服
装
は
Ｔ
シ
ャ

ツ
に
ジ
ャ
ー
ジ
と
い
う
軽
装
な

の
で
、
楽
な
気
持
ち
で
参
加
で

き
ま
す
。

　

先
生
は
と
い
う
と
、
と
て
も

明
る
く
元
気
な
女
性
で
、
パ
ワ

フ
ル
と
い
う
４
文
字
を
体
で
表

現
し
て
く
れ
ま
す
。
楽
し
そ
う

な
お
手
本
を
前
に
、
私
た
ち
は

手
を
伸
ば
し
足
を
曲
げ
腰
を
振

り
、
先
生
の
パ
ワ
ー
マ
ジ
ッ
ク

に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
姿
を
映

し
出
す
鏡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
、
か
っ
こ
よ
く
で
き
な

く
て
も
恥
ず
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
全
身
運
動
の
お
か
げ
で
、

夏
は
そ
う
快
な
汗
が
び
っ
し
ょ

り
！
冬
は
血
行
が
良
く
な
り
、

��� 広報かかみがはら 2010.2.1



木
曽
川
学
入
門
●

「
蕉し

ょ
う
も
ん
よ
ん
て
つ



門
四
哲
」
の
一
人

　

内
藤
丈
草
は
、
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
の
中
で
も
特
に
優

れ
た
高
弟
四
人
を
指
す
「
蕉
門
四
哲
」
の
一
人
で
、
寛

文
２
年
（
１
６
６
２
）
犬
山
に
生
ま
れ
た
俳
人
で
す
。

　

丈
草
は
、
父
が
犬
山
城
主
成
瀬
家
の
重
臣
を
務
め
た

と
い
う
家
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
生
母
と
死
別
、
継
母

に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
幼
少
期
に
つ
い
て
は
詳
細
が
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
く
し
て
す
で
に
才
た
け

て
い
た
丈
草
が
、
９
歳
の
時
、「
発
句
し
て
わ
ら
は
れ

に
け
り
け
ふ
の
月
」
と
い
う
句
を
詠
ん
で
周
囲
を
笑
わ

せ
、
人
々
を
驚
か
せ
た
と
い
う
有
名
な
逸
話
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

見
出
さ
れ
た
才
能　

　

青
年
時
代
に
は
漢
学
や
禅
を
学
び
、
当
時
盛
ん
で

あ
っ
た
俳
諧
に
も
親
し
ん
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
27

歳
の
時
に
、
異
母
弟
に
家
督
を
譲
り
、
病
気
を
理
由
に

出
家
遁
世
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

世
を
捨
て
る
決
心
を
し
た
丈
草
は
、
ひ
と
り
鵜
沼
の

城
山
に
登
り
、
満
足
な
身
体
で
は
出
家
が
許
さ
れ
な
い

た
め
、
こ
こ
で
親
指
を
切
断
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
が
事
実
に
基
づ
い
た
話
か
ど
う
か
は
、

残
念
な
が
ら
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

丈
草
は
、
内
田(

鵜
沼)

の
渡
し
を
越
え
て
中
山
道

へ
出
、
京
都
を
目
指
し
て
行
脚
の
旅
に
出
ま
し
た
。
江

戸
時
代
の
地
誌
「
尾お

わ
り
め
い
し
ょ
ず
え



張
名
所
図
会
」
に
は
、
丈
草
が
木

曽
川
を
渡
り
故
郷
を
去
る
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
に
出
て

芭
蕉
の
弟
子
と

な
り
、
た
ち
ま

ち
蕉
門
に
認
め

ら
れ
た
丈
草
は
、

元
禄
４
年(

１

６
９
１
）
に
上

じ
ょ
う

梓し

さ
れ
た
蕉
門

の
最
高
峰
の
句
集
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
猿さ

る
み
の蓑

」
に
12
句

を
入
集
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
終
わ
り
に
記
す
文
章
で

あ
る
跋ば
つ
ぶ
ん文

を
書
い
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。　
　
　
　

芭
蕉
の
死
後
の
丈
草

　

元
禄
７
年(

１
６
９
４)

芭
蕉
が
病
で
没
し
た
後
、

芭
蕉
を
親
と
も
師
と
も
崇
め
て
い
た
丈
草
は
、
３
年

間
の
喪
に
服
し
、
そ
の
後
も
自
身
が
43
歳
で
没
す
る

ま
で
師
の
追
善
に
生
涯
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
作
風

に
お
い
て
も
、
芭
蕉
の
寂
を
伝
え
た
第
一
人
者
で
あ

る
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
世
、
文
豪
・
芥
川
龍
之
介
は
「
蕉
門
に
龍り

ゅ
う
ぞ
う


象
の

多
い
こ
と
は
言
ふ
を
待
た
な
い
。
し
か
し
誰
が
最
も

的て
き
て
き的
と
芭
蕉
の
衣
鉢
を
伝
へ
た
か
と
言
へ
ば
恐
ら
く

は
内
藤
丈
草
で
あ
ら
う
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
丈
草
が
37
歳
の
夏
、
犬
山
に
帰
郷
し
た
際

に
詠
ん
だ
句
「
涼
し
さ
を
見
せ
て
や
う
ご
く
城
の
松
」

は
、
現
在
、
句
碑
に
刻
ま
れ
、
犬
山
城
の
鉄
門
前
に

た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

文
・
犬
山
市
教
育
委
員
会　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

内
藤
丈じ

ょ

う

そ

う草

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
「
新
鵜
沼
駅
か
ら
の

風
景
」
で
す
。

　

昨
年
3
月
、
鵜
沼
空
中
歩
道
、
鵜
沼

駅
橋
上
化
と
と
も
に
新
鵜
沼
駅
前
広
場

の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
や
さ
し
い
緑
が
出
迎
え
る
駅
前

広
場
」
で
、
ケ
ヤ
キ
や
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
な
ど
の
樹
木
約
90
本
が
植
え
ら
れ
、

心
が
い
や
さ
れ
る
公
園
的
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。       　
　
　
　
　
　
　

  

　

ま
た
鵜
沼
空
中
歩
道
の
北
に
は
美
し

い
各
務
原
ア
ル
プ
ス
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詳
細　

都
市
計
画
課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
１
１
１
内
線
２
７
３
４

 

～
芭
蕉
の
寂
を
伝
え
た
犬
山
出
身
の
俳
人
～

丈草句碑 
( 犬山城鉄門前）
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  消防出初式

　　　　　各務原アルプストレッキング

  書き初め会

防火の誓い新たに！
　消防出初式には、消防職員、消防団員、女性防火
クラブ員ら約 1000 人と消防車両 18 台が参加。消防
音楽隊の先導で、市民公園駐車場北側から図書館方
面へ分列行進しました。
　その後の式典で市長が「昨年は、市内の火災発生
件数が過去最低でした。今年も火災が減るよう、お
互いに努力しましょう」と式辞。
　式典後には、1 年間の火災防止を誓い消防団員ら
が一斉放水を披露、見守る市民から拍手を受けてい
ました。　　　　　　　　　(1 月 10 日　市民公園 )

冬山登山！トレッキングで気分爽
そ う か い

快
　「親と子の自然体験塾講座 各務原アルプストレッ
キング」に、親子連れなどが挑戦しました。
　自然遺産の森を出発し、明王山 ( 標高 380 ｍ ) と
金比羅山 (383 ｍ ) が目的地。急斜面や、岩場など
もあり、初めは元気だった皆さんも、だんだん息遣
いも荒く、汗が滴り落ちます。写真は明王山の頂上
展望台。御嶽山や木曽川など、すばらしい眺望に疲
れも吹き飛び、笑顔がこぼれます。下山後は、心地
よい疲労感のなか、皆で豚汁も楽しみ、心もお腹も
大満足の講座となりました。　　　　  (1 月 10 日 )

筆に一年の願いをこめて
　那加第一小学校で、新春の書き初め会が行われま
した。
　始業式のこの日、3 年生と 5 年生が体育館で書き
初めに挑戦。3 年生は「白いはと」、5 年生は「希望
の春」の文字を書き上げました。
　琴の音色が流れる中、児童たちはお手本を見なが
ら真剣な表情で筆を進め、完成した 1 枚を手に「今
年は野球をがんばりたい」、「今年はちゃんと授業に
集中したい」など、それぞれ１年の目標や抱負を語
っていました。　　　　　　　　　　　　（1 月 8 日）

　　　　　　　　　　 迎春ガーデニング 

鮮やかに彩りました
　市役所本庁玄関と産業文化センターエントランス
ホールに迎春ガーデニングが設置されました。
　産業文化センターの作品は、花もちで飾られた竹
やミニバラ、葉ボタン、ナンテンなどお正月らしい
花材で華やかに演出。吹き抜け空間を生かした立体
的な作品で「水とみどりの街　各務原市」をテーマ
に表現しました。
　訪れた人たちは「どうやって生けてあるのかしら」

「このかわいいお花は何かしら」と興味津々。つい足
を止めて作品に見入っていました。（1月4日～14日）

��� 広報かかみがはら 2010.2.1



広
報
各
務
原　

平
成
22
年
2
月
1
日
号
（
第
１
１
２
２
号
）

大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市人口 /149,843人〔男 74,081人 女 75,762人〕世帯数 /55,074世帯　（平成22年 1月 1日現在）

民ギャラリー市
日本画「石

しゃくなげ

楠花」
真野由紀子さん・蘇原清住町5

歩実、隼和。生まれてきてくれてありが
とう。いつまでも仲良く、元気に育って
ね！（お父さんの康裕さん、お母さんの
智代さん・蘇原吉野町 3）

明るく元気なこっちゃん！幸祐！これか
らも二人の健やかな成長を願っています
（お父さんの利彦さん、お母さんの里恵さ
ん・蘇原新栄町 2）

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69　
電話●058-383-1111（代）　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp
ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp

管理された森林の木材
を用いた FSC 認証紙に
印刷しています。

市役所全組織で
ISO9001、14001
認証同時取得

牛丸　こと美ちゃん（Ｈ 17．11．11 生）

　　　　幸
こ う す け

祐くん        （Ｈ 21．8．28 生）

柳瀬　歩
あ ゆ み

実ちゃん（Ｈ 19．1．17 生）

　　　　隼
は や と

和くん    （Ｈ 20．6．21 生）

日本画をはじめて２年ほどになります。
それまでは、水墨画をよく描いていました。

モノトーンの世界も良いものですが
色の世界も描いてみたくなり
日本画も習いはじめました。
墨の濃淡で表現する水墨画

色をぬり重ねて表現する日本画
どちらも素晴らしく、奥の深い世界です。

無心に筆を走らせ、納得できる絵が完成した時の
達成感はなんともいえません。
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